
【事前準備】（参考） 

参考－1 

I. ログイン【 1 分程度 】 
・ID 管理用サイトにアクセスし、ログインを行います。 

No 画面 確認／操作 

1 
 

左記の画面にて、[ユーザ ID]・[パスワード]を入

力し、【ユーザ情報の変更】ボタンを押下します 

 

 

 

 

 

2 左記の画面がポップアップとして表示されます 

[ユーザ ID]・[パスワード]を入力し、【ログイン】

ボタンを押下します 

 

3 ログインに成功すると、左記の画面に遷移しま

す 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



【事前準備】（参考） 

参考－2 

【省略可能】エラー画面(No2 の【ログイン】ボタン押下後) 
エラーケース／画面 確認／対応 
パスワードを間違えた場合 
 

確認 
・入力したパスワードが正しい

か確認してください 
 
対応 
・再度入力を行い、【ログイン】

ボタンを押下してください 

パスワード有効期限が切れた場合 
 

確認 
－ 
 
対応 
・画面の指示に従い、東証サ

ポートデスクに連絡してくださ

い 

 
 

再発行手続きとなります。 

初回はこうならないように、当該作業を必ず実

施してください。 

ご協力のほど、よろしくお願いします。 



【事前準備】（参考） 

参考－3 

Ⅱ.パスワード変更/メールアドレス変更入力【 5 分程度 】 
• ログイン後、初期メールアドレスを変更します。 
• つづいて、初期パスワードを変更します。 
• 最後に、秘密の質問/回答を設定します。 

初期メールアドレスを変更します。 
No 画面 確認／操作 

1 
   

 

左記の画面の【メールアドレスの変更】タブを

押下します 

 

2 

 
 

左記の画面に遷移します 
[電子メールアドレス]・[電子メールアドレス（確

認）]の両方のフィールドに新しいメールアドレ

スを入力し、【保存】ボタンを押下します 
 

3 

 

メールアドレスの変更が成功すると、左記の画

面に遷移します 
また、新しいメールアドレス宛てに確認メー

ルが送信されます 
 
 

 



【事前準備】（参考） 

参考－4 

【省略可能】エラー画面(No2 の【保存】ボタン押下後) 

エラーケース／画面 確認／対応 
間違ったメールアドレスを入力、または必須フィールドに入力が無かった

場合 
 

確認 
・入力したメールアドレスが正し

いものか確認してください 
・全ての必須フィールドに入力さ

れているか確認してください 
・[電子メールアドレス]・[電子メ

ールアドレス(確認)]に同じ入力

が行われているか確認してくだ

さい 
 
対応 
・再度入力を行い、【保存】ボタン

を押下してください 



【事前準備】（参考） 

参考－5 

続いて初期パスワードを変更してください 

No 画面 確認／操作 

1 
 

 

左記の画面の【パスワードの変更】タブを押下

します 

 

 

 

 

 

2  

 

左記の画面に遷移します 
[新しいパスワード]・[新しいパスワード（確認）]
の両方のフィールドに、新しいパスワードを入

力し、【パスワードの変更】ボタンを押下します

 

3 

 

パスワードの変更が成功すると、左記の画面

に遷移します 
設定してあるメールアドレス宛てに確認メー

ルが送信されます 
 
 

 



【事前準備】（参考） 

参考－6 

【省略可能】エラー画面(No2 の【パスワードの変更】ボタン押下後) 

エラーケース／画面 確認／対応 
パスワードの入力規則に即さない入力、または必須フィールドに入力が

無かった場合 
 

確認 
・入力したパスワードが入力規

則に即しているか確認してくだ

さい 
・全ての必須フィールドに入力さ

れているか確認してください 
・[新しいパスワード]・[新しいパ

スワード(確認)]に同じ入力が行

われているか確認してください 
 
対応 
・再度入力を行い、【パスワード

の変更】ボタンを押下してくださ

い 

 



【事前準備】（参考） 

参考－7 

【便利機能】秘密の質問と回答の設定手順  

No 画面 確認／操作 

1 
 

 

左記の画面の【秘密の質問と回答の設定】タブ

を押下します 

 

 

 

 

 

2 

 

左記の画面に遷移します 
 
質問を追加する場合は No3.1～3.2 を参照 
質問を削除する場合は No4.1～4.2 を参照 
質問を入力し、保存する場合は 5 を参照 

3.1 

 

秘密の質問を追加する場合 
 
左記の画面の【質問を追加】ボタンを押下し

ます 
 
※秘密の質問は 3 つまで設定可能です 
 

3.2 

 

左記の画面の様に空行が追加されます 
追加された行に、質問と回答を入力します 
 



【事前準備】（参考） 

参考－8 

No 画面 確認／操作 

4.1  

 

秘密の質問を削除する場合 
 
削除したい行のチェックボックスに、チェックを

付け、【選択項目を削除】ボタンを押下します 
 

4.2 

 

No4.1 でチェックした行が削除されます 

5 

 

[質問]・[回答]を入力し、【保存】ボタンを押下し

ます 
 

6 

 

秘密の質問と回答の設定が成功すると、左記

の画面に遷移します 
設定してあるメールアドレス宛てに確認メール

が送信されます 



【事前準備】（参考） 

参考－9 

【省略可能】エラー画面(No2 の【保存】ボタン押下後) 

エラーケース／画面 確認／対応 
質問に対する回答が入力されていない場合 

 
確認 
・質問に対する回答が入力さ

れているか確認してください 
 
対応 
・再度入力を行い、【保存】ボ

タンを押下してください 

 

 



【事前準備】（参考） 

参考－10 

【便利機能の使い方】 秘密の質問/回答の操作手順 

No 画面 確認／操作 

1 
 

 
 

左記の画面にて、[ユーザ ID]を入力し、【パス

ワードをお忘れですか?】ボタンを押下します 

 

 

 

 

 

 

2 

 

左記の画面に遷移し、秘密の質問に対する回

答を入力し、【仮パスワードの発行】ボタンを押

下します 
 
※両端のスペースの有無の判別は行いませ

ん 
また、英語の回答の場合、大文字、小文字の

区別は行いません 
 
 

3 

 

回答に成功すると、左記の画面に遷移します 
設定してあるメールアドレス宛に、新しい仮パ

スワードがメールで送信されますので、確認し

てください 
【閉じる】ボタンを押下し、画面を閉じてください

 
 

 



【事前準備】（参考） 

参考－11 

【省略可能】エラー画面(No2 の【仮パスワードの発行】ボタン押下後) 

エラーケース／画面 確認／対応 
間違った回答を入力した場合 

 
確認 
・質問に対する回答が正

しいか確認してください 
 
対応 
・再度入力を行い、【仮パ

スワードの発行】ボタンを

押下してください 
・秘密の質問の回答をお

忘れになった場合は、東

証サポートデスクに連絡

してください 

 

 

 



【事前準備】（参考） 

参考－12 

②ログアウト手順 

No 画面 確認／操作 

1 
 

 

左記の画面にて、【ログアウト】ボタンを押下し

ます 

押下後、画面が自動的に閉じます 

 

 

 

 

 
 
 



【事前準備】（参考） 

参考－13 

Ⅲ. 電子証明書取得【 15 分程度 】 

• 電子証明書サイトへアクセス後、電子証明書を取得します。 

JavaScript 等の有効確認 
証明書の発行を行う際に、ActiveX・JavaScript・VBScript のプログラムを利用します。以下の手順に従って、ブラウザ上の

設定を確認してください。 
但し、Windows Vistaの場合は、別紙「Windows Vistaを利用する場合の初期設定」（参考－43以降）にて設定を確認してくだ

さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CCaauuttiioonn!!!!  
ブラウザの設定を変更する場合は、変更しても問題ないかどうか貴社システム担当者に確認してくださ

い。 

IInnffoorrmmaattiioonn  
ActiveX、JavaScript、VBScript について 

システムにおいて、電子証明書を取得する際に ActiveX、アクティブスクリプト(JavaScript、VBScript)の

プログラムを用いますが、これらは以下の処理のみ行います。 

・ 電子証明書をブラウザへ自動的に組込みます。 

・ 電子証明書の更新時に更新プログラムをインストールします。（初回時のみ） 

・ VeriSign Onsite にて必要となるシステムライブラリファイルのバージョン確認処理を行います。 

 

 いずれも十分なテストを行い、問題なく動作すること及びセキュリティ上の問題がないことを確認して

おります。 

 また、電子証明書の「新規発行」、「更新」時に、ActiveX、アクティブスクリプト(JavaScript、VBScript)

が動作し、システム利用時には、アクティブスクリプト(JavaScript、VBScript)のみ動作します。したがい

まして、電子証明書の「新規取得」、「更新」が終わりましたら、すべてを「無効」にしても問題ありませ

んが、オンライン登録サイト利用時には、アクティブスクリプト(JavaScript、VBScript)を有効にする必要

があります。 



【事前準備】（参考） 

参考－14 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

(1) Internet Explorer の「ツール」→「インターネットオプション」を選択し、「セキュリティ」タブから「インターネット」を選択し、

「レベルのカスタマイズ」をクリックしてください。 

 

(2) 「ActiveX コントロールとプラグインの実行」が「有効にする」になっていることを確認してください。その他の場合は、「有

効にする」を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Caution!! 
 
電子証明書を発行する際には、Windows ログインユーザ ID も記録されます。 
電子証明書の発行時と異なる Windows ログインユーザ ID でログインした場合は、オンライン登録を実

施することはできません。 
必ず貴社システム管理者にご相談のうえ、電子証明書を発行する PC のWindows ログイン ID を確定し

たうえで、電子証明書の発行作業を行ってください。 
 



【事前準備】（参考） 

参考－15 

 (3) 「スクリプトを実行しても安全だとマークされている ActiveX コントロールのスクリプトの実行」が「有効にする」になって

いることを確認してください。その他の場合は、「有効にする」を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 「署名済みActiveXコントロールのダウンロード」が「ダイアログを表示する」になっていることを確認してください。その他

の場合は、「ダイアログを表示する」を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (5) 「アクティブ スクリプト」が「有効にする」になっていることを確認してください。その他の場合は、「有効にする」を選択し

てください。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



【事前準備】（参考） 

参考－16 

(6) Internet Explorer の「ツール」→「インターネットオプション」を選択し、「詳細設定」選択してください。 

 
 

(7) 「セキュリティ」が「SSL3.0 を使用する」と「TLS1.0 を使用する」を選択されていることを確認してください。選択されていなけ

れば、「SSL3.0 を使用する」と「TSL1.0 を使用する」を選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



【事前準備】（参考） 

参考－17 

認証局証明書のインストール 
 

(1) メインページより｢認証局証明書のインストール」をクリックしてください。 
 

 
 
 

(2) 「開く」をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

(3) セキュリティの確認画面が出た場合は、「許可する」をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 



【事前準備】（参考） 

参考－18 

(4) 「証明書のインストール」をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 「次へ」をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 「証明書をすべて次のストアに配置する」を選択し、「参照」ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

初期値は「証明書の種類に基づいて、自

動的に証明書ストアを選択する(U)」にな

っていますが、「証明書をすべて次のス

トアに配置する」を選択してください。 



【事前準備】（参考） 

参考－19 

(7) 「信頼されたルート証明機関」を選択し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
 
 
 

(8) 証明書ストアに「信頼されたルート証明機関」が入っていることを確認し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9) 「完了」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



【事前準備】（参考） 

参考－20 

(10) 「はい」をクリックしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11) 「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
 
 

(12) 「証明書」プロパティが表示されていたら、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13) メニューバーより「ツール」→「インターネットオプション」を選択してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 



【事前準備】（参考） 

参考－21 

(14) 「コンテンツ」タブを選択し、「証明書」ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15) 「信頼されたルート証明機関」を選択し、発行先欄にインスルトールしたルート証明書（「Tokyo Stock Exchange, Inc. 
IF Root CA」）があることを確認してください。 

 



【事前準備】（参考） 

参考－22 

更新プログラムのインストール 
 

証明書更新プログラムは、証明書更新処理の中で、自動的にインストールされますが、お使いの PC の設定によっては、手動

で更新プログラムをインストールする必要があります。その場合、以下の手順に従い更新プログラムをインストールしてくださ

い。 
TSE-CA 証明書発行サービスのページの URL は後日送付いたします。 
 
(1)Administrator権限のあるユーザでログインし直してください。詳細は貴社のシステム担当者にご確認ください。 

 

(2)TSE-CA証明書発行サービスのメインページより、「更新プログラムのインストール」のメニューを選択してください。 

 
 

 

(3)次のダイアログが表示されます。「実行 (R)」を選択して、「OK」をクリックしてください。 

 

 



【事前準備】（参考） 

参考－23 

(4) インストーラが起動します。「Next」をクリックしてください。 

 

 

<キャンセル手順> 

(a)「Cancel」をクリックします。 

 

 

CCaauuttiioonn!!!!  
 (4) のインストーラ起動の画面が以下のようになっている場合は、すでに更新プログラムがインストー

ルされていますので、更新プログラムのインストールを行う必要はありません。以下(a)～(c)の手順にし



【事前準備】（参考） 

参考－24 

(b)「Yes」をクリックします。 
 

 
 
(c)「Close」をクリックします。 

   

 

以上でインストール中止の手順は終わりです。 

 

(5) インストールフォルダを選択します。問題がなければ変更しないでください。「Next」をクリックしてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【事前準備】（参考） 

参考－25 

(6) インストールの開始確認です。問題がなければ、「Next」をクリックしてください。 

 

 

(7) インストールが完了しました。「Close」をクリックしてください。 

 
 
 
 



【事前準備】（参考） 

参考－26 

電子証明書の新規発行 
 

証明書の取得 
TSE-CA 証明書発行サービスのサイトにおいて、証明書の新規発行の手続きを行います。サイトにアクセスした後、ユーザ

ID とパスワードを入力することにより、証明書は自動的にブラウザに組み込まれます。TSE-CA 証明書発行サービスのペー

ジの URL は後日送付いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) TSE-CA 証明書発行サービスのメインページより、「新規発行」をクリックしてください。 

 
 

Caution!! 
電子証明書を発行する際には、Windows ログインユーザ ID も記録されます。 
電子証明書の発行時と異なる Windows ログインユーザ ID でログインした場合は、オンライン登録を実

施することはできません。 
必ず貴社システム管理者にご相談のうえ、電子証明書を発行する PC のWindows ログイン ID を確定し

たうえで、電子証明書の取得作業を行ってください。 



【事前準備】（参考） 

参考－27 

 (2) 証明書取得のためのユーザ ID およびパスワードを画面に入力します。入力後、「申請」をクリックしてくださ

い。 

 
 

 
(Windows Vistaの場合) 
「申請」をクリック後、以下のダイアログが出力された場合には、「はい(Y)」をクリックしてください。 

 

 
(3) 「潜在するスクリプト違反」または「Web アクセスの確認」のダイアログが表示されますが、特に問題ありませ

んので、「はい(Y)」をクリックしてください。 
 
(Windows XP の場合) 
 
 
 
 
(Windows Vistaの場合)  

 
 
 
 
 
 



【事前準備】（参考） 

参考－28 

(4) 証明書発行処理中の画面が表示されますので、しばらくお待ちください。 

 

 
(Windows Vistaの場合) 
以下のダイアログが出力された場合には、「はい(Y)」をクリックしてください。 

 
(5) 再び「潜在するスクリプト違反」または｢Web アクセスの確認｣のダイアログが表示されますが、特に問題ありませんので、

「はい(Y)」をクリックしてください。 
 

(Windows XP の場合) 

 
(Windows Vista の場合) 

 
 

 
 
 
 

 
 



【事前準備】（参考） 

参考－29 

 
 

 
(6)ブラウザに証明書が自動的にインストールされます。 

 
 

(7)ブラウザに証明書がインストールされたか確認します。 
ブラウザの「ツール」→「インターネットオプション」を選択し、「コンテンツ」タブの「証明書」をクリックしてください。 

 
 
「個人」タブに表示されている証明書が次のように表示されていれば、証明書は正常にブラウザにインストールされています。 
 

・ 「発行先」がユーザIDと同じである 

・ 「発行者」が「TSE-CA」である 

・ 有効期限が発行日当日から1年後になっている 



【事前準備】（参考） 

参考－30 

 

 
以上で、電子証明書が PC に組込まれました。 
 
※ 電子証明書が組込まれた後は、ActiveX、アクティブスクリプト(JavaScript、VBScript)を無効に設定しても問題ありません

が、システム利用時には、アクティブスクリプト(JavaScript、VBScript)を有効にする必要があります。 

 

 



【事前準備】（参考） 

参考－31 

補足説明（InternetExplore7.0 をご使用の場合） 
・クライアント証明書自動選択設定手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Internet Explorer7[ツール]タブの[インターネットオプショ

ン]-[セキュリティ]-画面にて、①[インターネット]をクリックし、

②[レベルのカスタマイズ]ボタンを押下します 

[セキュリティ設定ダイアログ]画面が表示しされます 

そこで③[既存のクライアント証明書が 1 つ、または存在しな

い場合の証明書の選択]を有効にします 

※信頼済みサイトなどに登録しない限り、通常「ログイン用画

面」はインターネットゾーンに分類されます 
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別紙 
Windows Vista を利用する場合の初期設定 
以下の手順にてWindows Vistaの初期設定を行います。 

セキュリティレベルの設定 
 
(1) Internet Explorer のメニューバーより「ツール」→「インターネットオプション」を選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 「セキュリティ」のタブを選択し、「信頼済みサイト」を選択してください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) セキュリティレベルを「低」にして、「保護モードを有効にする」のチェックが外れていることを確認の上、「サイト」ボタンを

クリックしてください。  
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参考－33 

(4) 「この Web サイトをゾーンに追加する」の箇所に、｢https://www.ca.tse.or.jp /｣を入力し、「追加」ボタンをクリックしてくださ

い。  

       

 
(5) 「閉じる」ボタンをクリックしてください。  

 

       

 
(6) 「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 
 


